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参院選 尾辻氏が６選（鹿児島選挙区） 

比例区は羽生田氏が再選 

「一丸となり、全力で闘った」と池田委員長 
 

第２５回参院選挙は、７月２１日

投・開票が行われ、鹿児島選挙区では、

鹿児島県医師連盟（池田哉委員長）

推薦で、自民党現職の尾辻秀久氏

（７８）が無所属新人の二人を破り、

６度目の当選を果たした。 

 鹿児島選挙区は、尾辻氏のほか、野

党統一候補の行政書士、合原千尋氏

（３９）、元霧島市長の前田終止氏

（７１）が立候補。尾辻氏は鹿児島県

医師連盟が総力を上げて支持したこと

もあって、２９万８４４票を獲得、次

点の合原氏に８万票の差をつけて、見

事当選した。 

 今回の選挙では、県内各地域の郡市

医師連盟が尾辻氏の決起集会を開催し

たほか、きめ細やかな支持活動を展開、

尾辻選対の中核となって闘った。尾辻

氏は当選後、鹿児島市の事務所で「社

会保障を充実させるため、全力を尽く

したい」と述べた。 

 尾辻氏の連合後援会長も務める池田

哉委員長は「我々は一丸となって、

全力で闘った。尾辻氏には、これから

も弱者の側に立つ姿勢を堅持し、人生

１００年時代の社会保障制度の設計図

をつくって欲しい」と語った。 

 一方、全国比例区では、自民党公認

候補で、鹿児島県医師連盟推薦の羽生

田俊氏（７１）が１５万１０５９票を

獲得して、２回目の当選を果たした。

羽生田氏は日本医師連盟の組織内候補

で、横倉義武委員長を先頭に、組織を

挙げて闘った。鹿児島県医師連盟では

サポーター名簿を通じて、医療関係だ

けではなく地域への浸透も図り、前回

にも増して全力で支持拡大に努めた。 

 羽生田氏の当選について、池田委員

長は「すべての人にやさしい医療・介

護を提供するための政策に取り組んで

ほしい」と語った。 

（文責：事務局） 


